
 

 

令 和 8 年 5 月 2 0 日 

日立市教育委員会郷土博物館 

 

郷土博物館ギャラリー展「戦災と生活―米軍が記録した日立空襲―」

の御案内 

 

 このたび当館では、標記展覧会を下記のとおり開催することになりました。 

 つきましては、展覧会の取材及び記事掲載について御配慮くださるようお願いいたし

ます。 

記 

１ 開催期間  令和 8年 5月 26日（火）～7月 20日（月・祝） 

 

２ 開催場所  日立市郷土博物館２階 ギャラリー 

 

３ 内容 

  太平洋戦争末期の昭和 20 年、日立市に空襲があった 6 月から 7 月に合わせ、戦時

下の生活や空襲の写真、当時の状況を物語る「千人針(※1 新収蔵資料)」などの実物

を展示し、戦後 81年が経過し風化する戦争の悲惨さと平和の尊さ、現在と未来を考え

る機会を提供します。 

  また、米軍の貴重な記録である『米軍戦略爆撃調査団報告書』内の「日立地区艦砲

射撃調査班報告書(※2)」に収録された写真の一部など、歴史的価値の高い資料も展示

します。 

 ※1、2の詳細は、参考資料を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

【問合せ】日立市教育委員会 郷土博物館（担当 藤田、萩原） 

     TEL 0294-23-3231（内線 8954） 

千人針 



 

 

 

 

 

 

１トン爆弾の一撃を受け崩壊した海岸工場水銀整流器工場 昭和 20 年 10 月 米国国立公文書所蔵 

 

2026 年5 月 26 日[火]-7 月 20 日[祝] 
【開館時間】９：３０-１６：３０（入館１６：００まで） 
【休館日】毎週月曜日、７月６日（月）～11 日（土） 

     ただし７月 20 日（祝）は開館 

【会  場】日立市郷土博物館２階ギャラリー 

【観覧料】無料 

日立市郷土博物館 
〒３１７-００５５ 茨城県日立市宮田町５－２－２２ 電話０２９４－２３-３２３１ ファクシミリ０２９４-２３－３２３０ 

 

ギャラリー展 

戦災と生活 
-米軍が記録した日立空襲- 





2019年12月31日



 

（※１）千人針 

昭和７～16 年  黒澤幸作さん寄贈 

 

千人針は千人の女性が赤糸で一針ずつ縫って千個の結び玉をつくり、武運長久を祈って出征

兵士に贈ったもの。これを身に付けて戦争に赴けば、戦苦を免れ、無事に帰還できると信じ

られた。黒澤進さんが上海事変から日中戦争まで使用しました。 

 
（※２）「日立地区艦砲射撃調査班報告書」 

『米国戦略爆撃調査団報告書』（1946年、米国国立公文書館）に含まれている「日立地区艦

砲射撃調査班報告書」は、 多くの調査写真が掲載されている。1945年10月19日、米国占領軍

とともに艦砲射撃調査班が日立地区に入った。調査は、 一週間にわたり工場側から資料の提

出や証言を求め、市民から聞き取りも実行している。被害状況については、艦砲射撃にとどま

らず3度の空襲全般の被災記録となっている。報告書には、調査班が撮影した写真152点が記

載されている。本展で展示する写真はそのなかに収録されている中の、ほんの一部です。  


